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野 棲 ハ ツ カ ネ ズ ミ の 生 活 史1

飼 育 管 理 と 量 産*

平 岩 馨 邦 ・ 濱 島 房 則

The life  history of the .Japanese mouse, Mus molossinus 
           Temminck and Schlegel I 

            On the devices of rearing 

     Yoshi Kuni Hiraiwa and Fusanori Hamajima

野棲哺乳動物を用いて実験的研究を行なう上に,も つ とも重要であ りかつ困難である問

題はまずその飼育に成功すること,つ いでその動物を繁殖させ量産を可能にすることであ

る.こ の段階にまで至つた野棲動物は実験動物としての価値を十分に発揮できる.本 種を

用いて実験的研究を行な うためにまず この研究に着手した.こ の研究にとりくみ,日 本産

野棲ハツカネズミの飼育を始めたのが1955年6月,そ の当初は洋種ハツカネズ ミの飼育

法をそのまま用いたので,ハ ツカネズミは育たず,飼 育後1週 間,な が くて1ヵ 月もすれ

ば大抵死亡 してしまつた.そ こでわれわれはいろいろな工夫を試みた結果,実 験室内で本

種を比較的健康に育て,1957年 以来繁殖,量 産させることに成功した.こ こに本種の飼

育管理 とその量産について簡単に述べてみたい.

1.飼 育 カ ゴ

洋種ハツカネズミ,でHagedoorn,LabrandandHagedoorn(1939)は 直径14inches

高さ8inchesの 丸型飼育カゴを用い,安 東 ・田嶋(1956)は 繁殖用として30×22×15

cmの カ ゴを用いてい る.わ れわれ

の用いた飼育 カゴは2種 類 で,そ の

1つ は20×10×10cmの 大 きさを も

つ金網張 りの カゴであ る(Fig.1).

これ には一端に金網張 りの巣 箱(8

×6×6cm)を と りつけた.そ の

巣箱 におけ る網 目の大 きさはハ ツカ

ネズ ミを網 目こ しに保定す るに便利

な よ うに小型 ピンセッ トが十分 さし

込み できる程度 とした.さ らに巣箱

には トタン製 のおおいを と りつけた.

また カゴの上には 餌を入れ る 口,下 Fig. 1. Small cage  (20X10X10cm).
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には糞尿受けをおいた.こ の飼育 カゴはわれわれ の考案 に よる もので,1～2匹 のハツカ

ネズ ミを飼育す るためにつ くつた.巣 箱は ときに産室 として,あ るいは膣脂膏 を調べ るた

めに 用いる ことがで きて便利 であ る.巣 箱は常 に清潔 に保 ち,特 に出産前 に柔 い藁 を入れ

てや るのが望 ましい.冬 季には藁 の他 に新聞 紙 の細片 とか毛 の布切,綿 などを入れ て巣箱

の保温に注意す ることが大切であ る.ま た分娩 の2～3日 前 には カゴにおおいをかけ,カ

ゴの中 を暗 くして母 獣に対す る刺戟を さけ,分 娩,哺 育 を安 全にす ることが大切 である.

も う1つ の飼育 カゴは大型 の もので,そ の大 きさは150×80×80cmの 金 網張 りの もので

あ る(Figs.2,3).こ の カゴには両端に20×15×13-cmの 大 きさを もつ給餌箱 をつけた・

Fig. 2. Nest box in the large cage 

      (150X80X80 cm).
Fig. 3. Straw cover on the nest 

     box in the large cage.

この カゴでハ ツカネズ ミを飼育す る ときには カ ゴの中にFig.2の よ うに木 製の小箱数個

を横 た}て 並べ,こ の上にFig.3の よ うに藁 をか ぶせてアパ ー ト式 に巣箱 をつ くつ てや

る.餌 は給餌箱 に十分与xる.

II.飼 料

安東 ・田嶋(1956)に よ ると生後4週 以後 の洋種 ハ ツカネズミ(dd系)1匹 の1日 に摂

食 す る餌 の量は一般飼育 の場 合では小麦全粒4g,大 根 葉 ・小松菜5g,白 菜 ・キャベ ツ

6.gと 隔 日に煮干19を 与 えている.繁 殖用 としては穀類5-89,大 根 葉 ・小松菜5～

89,白i菜 ・キャベ ツ7～109,煮 干・2～39を 用 い,さ らに水 を与xて いる.し か し本種

の餌 は洋種 ハ ツカネズ ミの場合 と異 な り,Table1の よ うな ものを与 えて成功 した.

大 友(1932)に よ ると本種 は穀類 としては稲籾 を好み,魚 粉,甘 藷 なども好 んで食す る

とい う.ま た1日1匹 当 りの摂 食量を6.69と い つてい る.・それでわれわれは玄米,魚



Table 1. Kind of the food and the quantity per each mouse in a day.

粉,甘藷 などを特に十分与え,給 餌の全量が この摂食量を上まわるだけの量を与えた.水

はいずれの個体にも与えず,ミ ルクは哺乳獣だけに与えた.チー ズを欠いた り水を与えた

りすると死亡率が高まり,繁 殖能を失 うことは注目に値し,本 種の飼育管理の最 も重要な

点である.ま た ミルクは哺乳獣だけに与え,他 のハツカネズミにはなるべ く与えないほ う

がよい.

III.捕 獲

ハツカネズミの捕獲には一端に巣箱のついた金網張 りのカゴ罠を用いた(Fig.4).巣

箱は捕獲 ネズミの保護のためで冬季には巣箱の中に新聞紙片,藁,毛 の布切れ,綿 等を入

れ て保温の助 けにす る.餌 はチ ーズ

を使 用す るが よい.罠 を仕掛 け る場

所 は,一 般 に食物 が豊 富で隠れ場 所

の多い ところにハ ツカネズミは集 ま

つてい るので,こ うい う所を選 ぶの

が よい.し か しハ ツカネズミは食物

と隠れ場所 を求 めて常に移動 す るの

でハ ツカネズミの動 きを よく吟味 し

て罠を仕掛け るよ うにす る.

洋 種ハ ツカネズ ミの棲息場 所につ

い ては多 くの報告があ る.Southern

andLaurie(1946)に よ ると英国で Fig. 4. Cage trap.

大抵のハ ツカネズミは家屋 と藁積(cornrick)に 棲 息 し,Elton(1934)に よ るとあ る

島では原野に も棲 み うるとい う.ソ 連 の北部 では家屋 に棲 み,南 部 では原野に棲息す る場

合がみ られてい る(SouthernandLaurie,1946).ま たEvans(1949)に よ るとCalifornia

に お いてハ ツカネズミは春 か ら初 夏にかけて室 内か ら室外 に移動 し,秋 には再び室内に入

つて くるとい う.

わ れわれ も1955年 よ り今 日まで福 岡市においてハ ツカ ネズ ミの棲息場所 を調 べてい る

が,家 屋 や畑は もちろんの こと雑草 を食物 として周年草地や荒地 に棲息 してい る.こ の研

究の一部はすでに発表 されている(平 岩 ・濱島,1958).つ ぎのTable2は 福岡市の農家

付近におけるハツカネズミの棲息場所を示 したものである.

本種の捕獲では春と秋の初めには妊娠獣が多く得 られ,各 季の終 りには幼獣,亜 成獣が

得られた.普 通同じ場所では雄が最初に捕獲され,つ づいて雌が捕獲される.繁 殖期の分

娩前には雌が最初に捕獲 されることが多 く,分 娩後は雌の捕獲は少な くなつてくる.



Table 2. Habitat of the mice in the neighborhood of farm-house.

IV.量 産

本種は春(3～5月)と 秋(9～11.月)に おいて最 もよく繁殖 し(平 岩 ・濱島,1957,

1958;濱 島1958),各 繁殖期に2回 妊娠させることができる.し たがつて飼育管理 さえよ

ければ雌1匹 が年に4回 の分娩 も可能である。また年2回 の繁殖期のうち前繁殖期に生ま

れた個体はつぎの繁殖期には十分生殖可能なので1対 の成体から前後の2繁 殖期を経過し

た後には相 当数のハツカネズミを生産しうる.つ ぎにこの方法によつてわれわれがおこな

つた量産の成績を示してみよ う.

1.小 型飼育カゴでの量産

はじめ1対 の親を小型飼育 カゴに入れ,各 繁殖期に2回 分娩させ,分 娩された仔は離乳

後他のカゴに1匹 ずつ分離し飼育した.ま た前の繁殖期に生まれた個体はつぎの繁殖期に

Table 3. Result of the breeding of the mice in small cage.



交尾,分 娩 させた.Table3は 小 型飼育 カゴで飼育,量 産 させた1例 である。

Table3に ょつ てわか るよ うに1対 のハ ツ カネズ ミは春 の繁殖期がおわ ると親 も含めて

11匹 とな り,秋 の繁殖期 の後 には合計41匹 に増加 している.

2.大 型 飼育 カゴで の量産

大型飼 育 カゴにハ ツ カネズ ミ2対 を入れ飼育,量 産 した結果 はつぎのTable4の よ う

であつた.

Table4に よる と大型飼育 カゴで もハ ツカネズ ミの数 はCrewandMirskaia(1931),

Southwick(1955)の い うよ うには じめはその数 の増加 は著 しく,春 と秋 との繁殖期 によ く

繁殖 し,そ れ ぞれ の繁殖期直後 には各平均32.75匹 の頂点 に達す る.繁 殖期中に カ ゴの巣

Table 4. Result of the breeding of the mice in large cage.

箱をみるとFig.6に 示すような巣をつ くり,そ の中には乳仔を多数発見できた.し かし

Southwick(1955)の 飼育の場合と同様 この飼育法では夏季と冬季の非繁殖期に多数の

個体が死亡した.特 に冬季においてそれが著 しかつた.こ れは恐らくわれわれの飼育室の

温度が夏では最高27.3～29.0℃(8月),冬 では最低4.2～5.5℃(1月)に なつたので春

秋のめぐまれた環境のもとで繁殖したハツカネズミも夏冬の環境許容力の減少によつて多

数死亡 した ものと考えられる.

ここで小型飼育 カゴで1匹 ずつ

飼育 した場合の成績 と考えあわせる

ならばその平均寿命が短か くなつて

いることに気づ くが,寿 命について

は後の稿で改めて述べたい.と ころ

で,Robertson(1916)は 底に多数

の小孔を うがち,一 方に金網を張 り,

その中に木製の巣箱を入れたオイル

鐘を用いて飼育した36個 体の うち

雌7,雄6が 死亡し,そ の死因は主

としてハツカネズミ間の闘争 と肺炎

や癌によると述べている.本 飼育に

おいてもカゴの中に ハツカネズミが

Fig. 5. All of the mice bred in the large cage 

        (Photo. on 15 July 1957).



Fig. 6. Nest of mouse in the nest box.

増加するとハツカネズミ間の闘争 が

観察され ることや,非 繁殖期に生き

残つた個体特に冬の間生き残つた小

数の個体は体躯が優れている点,さ

らに冬季に死 亡する個体が多いこと

などからハツカネズミは圃孚や疾病

等によつて死亡するものと考えられ

る.し たがつて本種を大型飼育 カゴ

で飼育 し,量 産する場合にはこれ ら

の点に注意をはらわなければならな

い.大 型飼育 カゴでハツカネズミを

量産してこれを使用する場合には各

繁殖期 の後,す なわち春 の繁殖期 では7月中に,秋 の繁殖期 では12月中に ハ ツカネズ

ミを大型飼育 カゴか ら分 離 し,1～2匹 ずつ小型飼育 カゴに うつ して飼育 しておき,必 要

に応 じて使用に供す ることが大切 であ る.

要 ・ 約

われわれ は1955年 以 来研究室 内で 日本産野棲ハ ツカネズ ミを比較的容易に飼育,繁 殖

させその生活史 を調べ ている.本 報では まずそ の うち の飼育法 と量産について述べた・

1.飼 育 カゴは20×10×10cm(Fig.1)の 大 きさの もの と150×80×80cm(Figs.2,

3)の もの とを用いた.

2.餌 は小麦全粒,玄 米,魚 粉,チ ーズ,ミ ル ク,葉 菜類,甘 藷等を与え水は全 く与 え

ない.チ ーズを欠 いた り,水 を与 える と死亡率が高 ま り繁殖能 を失 うので,こ の点には特

に注意 を要す る.給 餌量 としては前述 した餌 を全部含め て,普 通獣には1日1匹 当 り約10

9を,妊 娠獣お よび哺乳獣には餌 の量を増加 してそれぞれ209,309を 与 えた(Table1).

3.ハ ツ カネズ ミの捕獲はいろいろの場所で行ない(Table2),カ ゴ罠(Fig.2)を

用 いた.

4.本 種 の量産は前述 した飼育 カゴに よ り春 と秋 の繁殖期 に可能であ る(Tables3,4).
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Résumé 

   In this article are described the devices of rearing the Japanese mouse, Mus 
molossinus Temminck and Schlegel in our laboratory, by which we have possible 

to utilize the animals for experimental purposes. 
   The general cares, cage, food, capturing the mice and breeding in small 

and large cages are explained.
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